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設立の趣旨　JISARTはわが国の生殖補助医療専門施設の団体で、品質管理システムを導入することで
生殖補助医療の質向上を目的とし、究極の目標は患者満足を高めることである。

第16回　JISART シンポジウム

～いま、ARTゲノムを考える～

　　　　　一般社団法人 JISART　〒530-0002　大阪市北区曽根崎新地2-6-23
   MF桜橋ビル5F
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2018年6月3日
第16回シンポジウム会場 ： 長崎ブリックホール



いま、ARTゲノムを考える

2018年JISARTシンポジウムin長崎を開催します。長い間、議論さえ封
印されていたPGT-Aが始まります。江戸時代の鎖国の中、唯一世界へ開い
た窓であった長崎出島の表門橋が百数十年ぶりに完成しました。日蘭友
好の象徴として秋篠宮様とオランダ王室関係者をお迎えして盛大な渡り
初めが行われました。古来、橋が架かると赤ちゃんを抱いて三代渡り初め
でお祝いしました。懸け橋は先祖代々 DNAを受け継ぐReproduction の
象徴です。ぜひ勉強の合間に現地をお訪ね下さい。日本ARTのターニン
グポイントを迎える今年、私はARTゲノム元年と捉えております。精子・卵
子を創出する減数分裂過程は形質を受け継ぎつつ新しい個体を
Reproduceするゲノムの仕組みです。「PGS＝命の選択」は誤解です、流産
回避の責任ある胚移植法です。平成17年第一期生殖医療指導医制度試験
で遺伝学的知識が追加要求されました。吉村泰典教授は長崎講演のおり
「産婦人科医はゲノムの地主」と表現されました。私には「産婦人科医は、
目の前でゲノムが動いているのに学習、研究を怠り、人任せでいいのです
か、傍観者でいいのですか、もっとお勉強しましようよ」との警告に聞こえ
ました。さて長崎大会1日目の各部門研修は、それぞれのテーマを研修頂
きます。夜の懇親会場は、「列車ななつ星豪華メニュー」を手掛けている川
端シェフが取締役の「ホテルニュー長崎鳳凰閣」です。新・世界三大夜景、
稲佐山展望台は懇親会後でも大丈夫です。皆様ぜひ懇親会に御参加下さ
い。2日目は全てをゲノムで特集しました。私が大会長として全責任を賭し
て企画した乾坤一擲のJISARTシンポジウムであります。午前の教育講演
はPGTを加藤先生、倉橋先生に、遺伝カウンセリングを笠島先生にお願い
しています。午後のシンポジウムは中岡義晴先生の基調講演とARTゲノ
ムを担う新進気鋭のラボの方々に御発表と自由闊達なディスカッションを
お願いしています。全員御参加をお願いします。

平成30年6月3日
第16回JISARTシンポジウム会長

岡本　純英
（ART岡本ウーマンズクリニック　院長）

ご案内

Program Agenda June 3, 2018

開会の辞 岡本 純英　第16回ＪＩＳＡＲＴシンポジウム会長/ART岡本ウーマンズクリニック　院長 

教育講演Ⅰ 「網羅的手法によるPGDの現状と問題点」
　　　  座長： 竹内 一浩　 竹内レディースクリニック　高度生殖医療センター　院長
  演者： 加藤 武馬　 藤田保健衛生大学 総合医科学研究所 分子遺伝学研究部門　助教
     
 
教育講演Ⅱ 「Japan　PGD　Consortiumの果たすべき使命」
  座長： 竹内 一浩　 竹内レディースクリニック　高度生殖医療センター　院長
  演者：倉橋 浩樹　 藤田保健衛生大学 総合医科学研究所 分子遺伝学研究部門　教授　

休憩
        
教育講演Ⅲ 「ARTにおける遺伝カウンセリング」
  座長： 宇津宮 隆史　セント・ルカ産婦人科　院長
  演者： 笠島 道子　 永井マザーズホスピタル・京野アートクリニック・ファティリティクリニック東京　認定遺伝カウンセラー 

昼食 ・ 総会

【シンポジウム】　「ＰGＤ（ＰＧＴ）のラボワーク」
　　　  座長： 武田 信好 ファティリティクリニック東京　培養室　室長
  座長： 福永 憲隆 　 浅田レディースクリニック　培養研究部　部長
 
  「Keynote」     中岡 義晴  IVFなんばクリニック　院長 

  演者①：「胚盤胞生検方法の確立と染色体構造異常症患者の着床前診断を経験して」
    中野 達也 IVFなんばクリニック　生殖技術部門　主任
  演者②：「PGD・PGT-A特別臨床研究を経験して、ラボに求められる技術と知識」
    小林 亮太 IVF大阪クリニック　生殖技術部門　主任
  演者③：「当院のBiopsyの方法と実績」　
    桑鶴 ゆかり  竹内レディースクリニック高度生殖医療センター　培養室　副室長
  演者④：「PGTの光と影－世界の動向－」
　　　　　　　　   松浦 まき　 英ウィメンズクリニック　培養部門遺伝診療部門　主任

コーヒーブレイク

【総合討論】

次回会長挨拶 吉田 淳　   第17回JISARTシンポジウム会長/木場公園クリニック　院長
     

閉会の辞 岡本 純英　第16回JISARTシンポジウム会長/ART岡本ウーマンズクリニック　院長

JISART 2018/06/03

～いま、ARTゲノムを考える～ 

9：00～9：05

9：05～9：45

9：45～10：45

13：00～14：45

13：05～13：25

15：50～15：55

15：55～16：00

12：00～13：00

11：00～12：00　

10：45～11：00

13：25～13：45

13：45～14：05

14：05～14：25

14：25～14：45

14：45～15：00

15：00～15：50


